
 
 
 

新年度はすべての行事を進めたい 
全日本合唱連盟・岸信介理事長 

新年度メッセージ 
全日本合唱連盟は4月12日、下記のような新年度の理事長
メッセージを公開しました。 

 
コロナ禍のなか、全日本合唱連盟の行事をすべて進めていきた
い。昨年はすべての事業を中止しました。苦渋の決断でした。合
唱は私たちが生きていくための大きな栄養であり、なくてはならな
いものです。 
多くの文化活動が中止
せざるをえなくなるなか、
全日本合唱連盟の事業
を前向きに進めてゆきま
す。練習場所の確保、メ
ンバーの確保にご苦労さ
れていると思いますが、ど
うか頑張って乗り切ってい
ただきたい。全日本合唱
連盟のガイドラインをうまく
利用してほしい。(中略)
みなさん、コロナに負けな
いでステージでお会いする
のを楽しみにしています。 
 

「さいたま合唱ニュース」 

で紹介されました ☛ 

埼玉県合唱連盟発行
のニュースに『おんがく広
場』が紹介されました。 
発行当時を振り返ると
未知のウイルスに怯えな
がら、音楽・合唱活動は
どうなるのか、いつになった
らふつうの生活がやってく
るのか、右往左往してい
た気がします。 
しかし、時とともに様々
な知見が生まれ、いたず
らに恐れるだけでなく『正
しく恐れる』ことを身に着
けられるところまでたどり着
きました。これからも細心
の注意を払って演奏活
動を続けましょう。 

『おんがく広場』もそろそろ方向転換か！ 

この情報誌は、昨年4月10日第1号発刊以来1年が経ち、多
くの音楽家・合唱人のご協力を得て、新型コロナウイルス感染症
に対してどのように対処すればよいか、先行きが見えない不安の
中で、できる限りの情報を発信し、皆様とともに悩みながら考えて
きました。今では様々な実験結果に基づいて、適切な対策をと
ればステージを作り上げられる状況になっています。これからは多く
の実績やガイドラインに沿って音楽活動を展開できるはずです。 
 

 


